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社協だより

　108№108
令和４年１月１日発行

　令和３年は「新しい生活様式」を取り入れながら、秋の森林浴とお散歩を楽しむ会

を始めピンコロ会やサロン活動などを少しずつ再開して来ました！

　令和４年も、引き続き町の福祉活動推進をはかってまいります。

　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

恭 賀 新 年恭 賀 新 年恭 賀 新 年恭 賀 新 年
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　町民の皆様におかれましては、令和４年の新春を穏やかにお迎えのこととお喜び申し上げます。　町民の皆様におかれましては、令和４年の新春を穏やかにお迎えのこととお喜び申し上げます。

　日頃から、木古内町社会福祉協議会の運営や活動に、温かいご支援とご協力を賜りまして、心より感謝　日頃から、木古内町社会福祉協議会の運営や活動に、温かいご支援とご協力を賜りまして、心より感謝

を申し上げます。を申し上げます。

　さて、一昨年から続いております新型コロナウイルス感染症は、次々と確認される新たな変異株による　さて、一昨年から続いております新型コロナウイルス感染症は、次々と確認される新たな変異株による

感染の拡大により、収束の兆しが全く見通せない状況にあり、皆様の安全と安心を最優先と考え、各種事感染の拡大により、収束の兆しが全く見通せない状況にあり、皆様の安全と安心を最優先と考え、各種事

業の縮小や中止が余儀なくされております。業の縮小や中止が余儀なくされております。

　このような中で、当社協では、「誰もが安心して暮らし続けることができる地域社会の実現」を目標に、　このような中で、当社協では、「誰もが安心して暮らし続けることができる地域社会の実現」を目標に、

町民はもとより町内会、民生・児童委員、行政、福祉関係者等との連携・協働のもとで、役職員が一丸と町民はもとより町内会、民生・児童委員、行政、福祉関係者等との連携・協働のもとで、役職員が一丸と

なって地域福祉の向上に努めております。なって地域福祉の向上に努めております。

　また、安定的な財政運営に向け、令和元年度からは事業運営改善に取り組むとともに、社会福祉協議会　また、安定的な財政運営に向け、令和元年度からは事業運営改善に取り組むとともに、社会福祉協議会

としての本来の地域福祉活動を充実すべく、住民参加型の支え合い活動の一環として有償ボランティア事としての本来の地域福祉活動を充実すべく、住民参加型の支え合い活動の一環として有償ボランティア事

業「わんつか」を開始しました。助け合い活動の互助精神を基本として、利用者やボランティア、社協が業「わんつか」を開始しました。助け合い活動の互助精神を基本として、利用者やボランティア、社協が

ともに手を携えた事業を目指してまいりますので、ボランティア登録について皆様のご協力をよろしくおともに手を携えた事業を目指してまいりますので、ボランティア登録について皆様のご協力をよろしくお

願いいたします。願いいたします。

　誰もが安心して暮らすことができ、誰一人として取り残されることがないよう、皆様とともに誠心誠意　誰もが安心して暮らすことができ、誰一人として取り残されることがないよう、皆様とともに誠心誠意

取り組んでまいる所存でありますので、より一層のご支援とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し取り組んでまいる所存でありますので、より一層のご支援とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し

上げます。上げます。

　結びに、本年が皆様にとりまして、幸多き年となりますよう祈念申し上げ、年頭のご挨拶といたします。　結びに、本年が皆様にとりまして、幸多き年となりますよう祈念申し上げ、年頭のご挨拶といたします。

●木古内町社会福祉協議会　役員 ●木古内町社会福祉協議会　評議員

会　　長	 工　藤　嗣　美	（自治組織　札苅）

副	会	長	 渡　辺　　　悟	（自治組織　佐女川）

理　　事	 竹　田　光　伸	（自治組織　中央会）

理　　事	 大　澤　富士子	（ボランティアセンター）

理　　事	 松　台　祐　吉	（学識経験者）

理　　事	 多　田　房　子	（学識経験者）

理　　事	 吉　田　　　宏	（保健福祉課長）

監　　事	 草　彅　清　美	（学識経験者）

監　　事	 澁　谷　　　勝	（学識経験者）

　　　　　他　　職員一同

評	議	員	 吉　田　末　治	（自治組織　釜谷）

評	議	員	 相　澤　　　巧	（自治組織　新道）

評	議	員	 佐　藤　　　悟	（自治組織　中野）

評	議	員	 平　野　智　晴	（自治組織　緑町）

評	議	員	 吉　川　衆　司	（自治組織　札苅）

評	議	員	 中　島　茂　行	（学識経験者）

評	議	員	 脇　本　武　夫	（民生委員協議会）

評	議	員	 平　野　美　香	（商工会女性部）

評	議	員	 西　山　迪　子	（更生保護女性会）

評	議	員	 西　山　敬　二	（教育委員会）

あけましておめでとうございますあけましておめでとうございます

本年もどうぞよろしくお願いいたします本年もどうぞよろしくお願いいたします

あけましておめでとうございますあけましておめでとうございます

本年もどうぞよろしくお願いいたします本年もどうぞよろしくお願いいたします

あけましておめでとうございます

本年もどうぞよろしくお願いいたします

２０２２年の年頭にあたり２０２２年の年頭にあたり
社会福祉法人　社会福祉法人　木古内町社会福祉協議会　木古内町社会福祉協議会　

会　長会　長　　工　藤　嗣　美工　藤　嗣　美
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木古内町社協ボランティアセンターでは、有償ボランティア事業を始めます！
あなたの「わんつか」（少し）な困りごとを、ボランティアがお手伝い！

ボランティアの登録状況などにより、実施できない場合もあります（他にも色々なメニューがあります）

お問合せ

詳細は…

社会福祉法人木古内町社会福祉協議会 ボランティアセンター（担当：金谷）
　　〒049－0422　上磯郡木古内町字本町150番地1

　　TEL  01392－2－2780　FAX  01392－2－4475

　　MAIL  syakyo@kikonaisyakyo.or.jp 木古内社協ホームページ

10分ごとに50ポイント（50円）で、ゴミ
捨てなど、ちょっとした困りごとをお助
けします！

10分ごとに10分ごとに
50ポイントで利用できます50ポイントで利用できます

たとえば…たとえば…

話 し 相 手話 し 相 手 犬 の 散 歩犬 の 散 歩 お墓参り代行お墓参り代行

草刈り・雪かき草刈り・雪かき 縫 い 物縫 い 物 調理・買い物代行調理・買い物代行

子どもと留守番子どもと留守番 書 類 代 筆書 類 代 筆 大工作業・家具移動大工作業・家具移動

楽しくおしゃべり
することで
お互い
健康に♪

ペットの
お世話を！
散歩や
餌やりです。

家の周りの
草刈り・除雪
（道具のある
方大歓迎♪）

衣類や学校で
つかう道具の
手縫いや
ものづくりを。

高齢・障害・
妊婦さん
などの代わり
に♪

子どもを
連れていけ
ない時の
留守番など。

銀行や
病院などの
書類を
読んだり書いたり。

ちょっとした
家の補修や
模様替え
などの手伝い

話 し 相 手話 し 相 手 犬 の 散 歩犬 の 散 歩 お墓参り代行お墓参り代行

草刈り・雪かき草刈り・雪かき 縫 い 物縫 い 物 調理・買い物代行調理・買い物代行

子どもと留守番子どもと留守番 書 類 代 筆書 類 代 筆 大工作業・家具移動大工作業・家具移動

お墓へ行けない
方の代わりに
お参りや
草刈りを！

「わんつか」
＝少し

困りごと、ありませんか？困りごと、ありませんか？困りごと、ありませんか？困りごと、ありませんか？
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　10月から12月まで行われた“赤い羽根共同募金運動”では、木古内町内の各女性

部の皆様にご協力いただき、10月15日に出発式と役場などへの職域募金、16日に

は街頭募金を行いました。

木古内町共同募金委員会より木古内町共同募金委員会より

募金にご協力いただいた皆様、ボランティアにご協力
いただいた皆様、ありがとうございました

◦令和３年度は、下記の団体が助成を受けています◦

木古内町共同募金委員会より木古内町共同募金委員会より

・木古内町老人クラブ連合会

・木古内町男女平等参画推進協議会

・木古内町心身障害者福祉協会

・木古内町つくしんぼの会

・木古内町立木古内小学校

・下町町内会・中野町内会・南本町町内会

・新道町内会・港町町内会・新栄町町内会

・木古内町町内会連合協議会

木古内町社会福祉協議会

　　・住民福祉の集い事業

　　・ボランティアセンター事業

　　・広報誌発行事業

　　・森林浴とお散歩を楽しむ会事業

　　・介護予防体操教室「ピンコロ会」

　　・健康づくり講演会事業

　　・かようサロン事業

皆様から集まった赤い羽根共同募金は、その約８割を様々な団体へ助成し、町に還元されています

赤い羽根共同募金は　木古内町に役立てられています

10月15日 出発式、公共施設などへの職域募金

▲ 共同募金委員会　大澤会長の挨拶 ▲ 鈴木町長より激励の挨拶

10月16日 道の駅・コープさっぽろ・ラルズストアでの街頭募金活動
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　広報「ふくし」107号にてお知らせした、森林浴とお散歩を楽しむ会を、10月18日（月）と10月19日（火）

に開催しました。

森林浴とお散歩を楽しむ会森林浴とお散歩を楽しむ会森林浴とお散歩を楽しむ会森林浴とお散歩を楽しむ会森林浴とお散歩を楽しむ会森林浴とお散歩を楽しむ会森林浴とお散歩を楽しむ会 ininininin 秋

ご厚情に深謝いたします
　12月８日に、曹洞宗北海道第一宗務所第一教区布教師会青年会様よりご寄付をいただきました。

　ご寄付は、地域の福祉に関する社協事業に役立たせていただきます。

社協・民協・町連合同研修会木古内町
　地域住民の福祉活動に携わる関係者が一堂に会し、今後

の社会福祉活動をさらに推進していくための研修会を年に

一度開催しています。

　令和３年度は、11月９日（火）に木古内町産業会館にお

いて、木古内町有償ボランティア「わんつか」をテーマに、

木古内町社協ボランティアセンターより説明を行いました。

▲ 木古内町　鈴木町長より来賓挨拶

▲ ボランティアセンター金谷より内容説明▲ 木古内社協　工藤会長より経緯の説明 ▲ ３つの協議会から37名にご参加いただきました

　バスの乗車定員の関係で参加者を最大20名ずつとしておりましたが、２日間合計で33名にご参加いた

だき、函館市の垣ノ島遺跡などを散策しました。
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この広報紙は、赤い羽根共同募金の助成金で発行されています。 

ボランティアスクールボランティアスクール
第２弾
参加者大募集!!

今年の「ボランティアスクール」は、様々な学び体験です！今年の「ボランティアスクール」は、様々な学び体験です！

令和３年度 ボランティアスクールボランティアスクール

第２弾は「バリアフリーを目指した学び」をテーマに全４回開催します！

１回のみのご参加も大歓迎♪　ぜひお申し込みください！

日　　　　程 テ　　ー　　マ 内　　　容 定員 申込締切
１日目 １月27日（木） 14時

～

16時

スマホやラインについて スマホ教室 先着15名 １月６日（木）～１月20日（木）
２日目 ２月17日（木） とっさの時の救命 救命講習 先着15名 ２月１日（火）～２月９日（水）
３日目 ２月24日（木） 防災について 災害トイレ・非常持出袋など 先着15名 ２月１日（火）～２月18日（金）
４日目 ３月16日（水） 盲導犬を知ろう 盲導犬講習会 先着15名 ３月１日（火）～３月10日（木）

【第２弾】バリアフリーを目指した学び

今年の「ボランティアスクール」は、様々な学び体験です！今年の「ボランティアスクール」は、様々な学び体験です！

【申込・お問合せ】
　木古内町社会福祉協議会

　（☎２－２７８０）担当：金谷

産業会館（役場）３階
※交通手段がない方はご相談ください

開催場所

　12月10日、木古内町と木古内町社会福祉協議会は、大規模災害等が発生した際に必要とされる、

災害ボランティアセンターの設置・運営に関する協定を締結しました。

　木古内町社会福祉協議会では、作成した災害ボランティアセンター設置運営マニュアルに基づき、

町内外からのボランティアの受け入れなど、活動拠点となる取り組みを進めていきます。

大規模災害に備え町と協定を締結しました

地域に集いの場を提供する「ピンコロ会」を、港町地域で開催しています。

新型コロナウイルス感染症予防のため、黙々と「ものづくり」に挑戦中！

お近くの方は、ぜひ、気軽にご参加ください♪

ピ ン コ ロ 会ピ ン コ ロ 会域地町港 中催開ピ ン コ ロ 会ピ ン コ ロ 会


